
注：赤字は前回プランからの主な変更・修正箇所です

とっとりの子ども･若者
１　子ども･若者の巣立ちを応援

２　困難な状況からの自立

※若者の就職等に向けての意識、能力の向上と雇用機会の確保を目指します。

（１）職業生活のスタートを応援

（ア）社会で必要なコミュニケー
ション能力

（イ）若者の労働に関する意識
(地域に密着したきめ細かな就業支援が必要)

（ウ）雇用環境

（ア）コミュニケーション能力の向上
（イ）「雇用のミスマッチ」の解消
（ウ）労働環境の向上
（エ）雇用機会の確保(若者に寄り添った就業支援)

（県立ハローワークの設置）

※子ども･若者が、社会に関わりながら様々な体験を積むことにより、地域社会を支える人財として

成長できるよう、地域の活動やボランティアに取り組みやすい機会の提供や環境の整備を目指しま

す。

（ア）地域での活動やボランティア
（イ）地域を担う有権者として

（ア）地域活動やボランティアなどの活動
に取り組みやすい環境整備

（イ）主権者教育の推進

※子ども･若者が安全に暮らすための知識を身に付けるとともに、安心して生活できる環境の整備

を目指します。

（ア）インターネットの利用
環境

（長時間利用・SNS由来の被害）
（イ）薬物乱用
（ウ）児童虐待
（エ）消費生活上のトラブル
（オ）交通安全
（カ）様々な不審者事案や犯罪
（キ）デートDV
（ク）労働関係トラブル
（ケ）妊娠・出産に関する課題

（ア）啓発による子ども･若者の被害・加害
防止

（ペアレンタルコントロールの啓発強化）

（健やかな妊娠・出産を応援）
（イ）パトロールなどによる子ども･若者の

被害・加害の防止

（ウ）環境整備による子ども･若者の被害の

防止
（ペアレンタルコントロールの啓発強化・再掲）

※様々な困難を抱える子ども･若者が自立して生活できるよう、関係機関が連携して必要なサー
ビスが受けられる環境の充実を目指します。

（１）困難な状況に応じた
子ども･若者と家族への支援

（ア）子どもの貧困
（イ）ニート
（ウ）ひきこもり
（エ）不登校
（オ）高校中退
（カ）非行
（キ）自死
（ク）障がいのある子ども・若者
（ケ）性的マイノリティの子ども・若者
（コ）異文化での暮らし

（ア）子どもの貧困に関する支援
（子ども食堂、学習支援）

（イ）ニート、ひきこもりに関する支援
（ウ）不登校に関する支援
（エ）高校中退者への支援
（オ）非行の防止、立ち直りの支援

（カ）子ども・若者の自死を防ぐ

（相談体制・ＳＮＳ対策）
（キ）障がいのある子ども・若者への支援

（ク）性的マイノリティの子ども・若者への支援
（ケ）地域で暮らす外国人の子ども･若者と

その家族への支援

※多様な困難を抱える子ども・若者に対して、関係機関が連携して多面的に支援します。

（２）支援の質の向上

（ア）困難を抱える子ども･若者
の相談窓口

（イ）困難の背景に応じた支援
（ウ）困難を抱える子ども･若者

の支援機関の連携
（困難の多様化・複雑化）

（ア）相談機関の活用
（イ）困難な状況の背景を理解

した支援の実施
（ウ）関係機関の連携

（連携による重層的支援）

とっとり若者自立応援プラン（H３０.3改訂）の概要

応援

（１）経済的、社会的自立のできるたくましい子ども･若者の育成
（２）困難な状況にある子ども･若者が安心して相談できる相談機能の充実・整備

基本的な考え方

計画期間（５年間）
平成３０～３４年度

現状・課題 取組の方向性

現状・課題 取組の方向性

取組の方向性現状・課題

現状・課題 取組の方向性

現状・課題 取組の方向性

※子ども･若者が芸術・文化・スポーツなど様々な事柄について伸び伸びと挑戦し、体験を積むこと

のできる環境を目指します。

（２）様々な事柄に伸び伸びと
チャレンジできる環境整備

（ア）子ども･若者の体験活動等と自立
（イ）未来を切り拓く力

（ア）鳥取の良さを生かした、伸び伸
びとチャレンジできる環境整備

（イ）鳥取から未来を切り拓く若者を応援
(科学技術、情報通信、スポーツ、芸術）

現状・課題 取組の方向性

応援

＜プランの位置づけ＞
子ども・若者育成支援推進法第９条
第１項の規定に基づく「子ども・若
者育成支援についての計画」

＜プランの対象＞
○概ね10～20歳代のすべての方
○３０歳代で経済的・社会的自立
に困難を有する方

（４）心身ともに健やかな成長を促す環境づくり

（３）互いに支え合う関係づくり


